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「
笠
松
町
新
成
人
の
集
い
」
が
一
月
十
二
日
、
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
二
百
五
十
人

が
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
、
集
い
に
は
百
九
十
七
人

の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
学
校
時
代

の
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
懐
か
し
い
映

像
に
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
続
い
て
、新
成
人
八
人
が
、成
人
に
な
っ
た
決

意
や
思
い
を
詩
の
朗
読
に
よ
り
表
現
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
式
典
や
恩
師
を
囲
ん
で
の
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
何
年
振

り
か
で
再
会
し
た
懐
か
し
い
友
人
と
近
況
や
将
来
に

つ
い
て
語
り
合
う
な
ど
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を

新
た
に
希
望
に
満
ち
た
輝
き
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

全
国
各
地
で
無
料
公
演
を
続
け
ら

れ
て
い
る
演
歌
歌
手
の
津
軽
ひ
ろ
子

さ
ん
が
、
十
二
月
二
十
四
日
中
央
公

民
館
で
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

津
軽
さ
ん
は
、
営
利
を
目
的
と
せ

ず
社
会
福
祉
に
携
わ
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
、
二
十
年
間
の
歳
月
を
か

け
四
千
回
も
の
公
演
を
達
成
し
六
百

万
人
を
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
の
公
演
は
平
成
四
年
一
月

に
次
い
で
二
回
目
と
な
り
、
二
十
四

日
当
日
は
、
昼
の
部
と
夜
の
部
に
合

せ
て
七
百
人
余
の
か
た
が
来
場
。
二

時
間
余
の
公
演
は
津
軽
三
味
線
に
始

ま
り
、
演
歌
か
ら
民
謡
ま
で
感
動
の

ス
テ
ー
ジ
と
な
り
、
訪
れ
た
人
々
の

惜
し
み
な
い
拍
手
が
鳴
り
止
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

▲新しい友人たちと記念撮影

250人が
成人の仲間入り
笠松町新成人の集い

動物を飼うときにはマナーとルールを守って
私たちの社会では、犬や猫などのペットが家族や友人同様、

かけがえのない存在になっています。しかし、その一方で、ペ
ットに関する苦情やトラブルが後を絶ちません。特に飼い主の
知識不足や無責任な飼い方によって問題となっているケースが
多くあります。
飼い主は自分とペットの幸せだけではなく、周囲の人に対し

ても配慮することが必要です。ペットも人も、みんなが気持ち
良く暮らすために、動物の本能や習性をよく理解して、次のよ
うなルールやマナーをきちんと守ってください。
◇えさの世話や健康管理をしましょう
◇犬は放し飼いをせず、必ず係留しましょう
◇無駄ぼえをしないよう、しつけをしましょう
◇排泄物の後始末をきちんとし、悪臭が出ないようにしましょう
◇最後まで責任をもって飼いましょう

犬の登録や狂犬病の予防注射について
犬を家の中で飼っていて外出させないなどの理由から町への

登録や注射を受けさせない飼い主がいますが、狂犬病予防法に
より、犬の所有者は犬を取得した場合は町に犬の登録をするこ
とや狂犬病の予防注射を毎年1回受けさせることなどが義務付
けられていますので、町が 5月下旬に行う集合注射または、動

物病院で必ず登録や注射をしてくだ
さい。
※岐阜地域保健所では 3月 1日（月）
に「愛犬のしつけ方教室」を開催
します。詳しくは14ページをご覧
ください。

社
会
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て

歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
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▲すばらしい歌声で会場の人々を魅了した津軽さんのステージ


